
る
基
底
と
見
ら
れ
る
｡
(
義
)

ヂ

ャ

バ

の

霧

三

系

鐸

者

の

序

常
務
は
昭
利
十
%
三
月
か

ら
三
ケ
月

竺
且
っ
て
本
能
上
に

｢
ボ
ル
ネ

オ
の
齢
三
弟
と
越
し
て

L
e
id
isch
e

A
le
d
乳
e
e
lin.
鞘
e
n
.

D
e
e
1
V
'

)
9
･En

に
鵡
舶
p
,
れ
た

W
･
T

J
e

up
O]d
a
n
d

L

.
M

.
V
a
TI
i
)e
r

V
lerk
嗣
氏
の
榊
徹
印
鑑
の
節
三
系
に
肺
す
る
諭
文
中

の

ボ
ル
ネオ

に
納
す
る
部
分
だ
け
を
舶
誰
如
介
し
た
こ
と
が
あ
る
O
今
桝
は
満
氏

の
同
諭
文
中

の
ヂ
ヤ
バ
に
槻
す
る
部
分
だ

け
を
榊
館
す
る
こ
と
に
し

た
O
総
て
地
併
時
代
隅
分

の
概
聯
噂
に
就
て
は
ボ
ル
ネ
オ
の
鮮
三
系

を
参
=～
:さ
れ
.た
い
O
和
し
て
比
の
魚
に
封
す
る
臼
的
新
に
評
者

の
悪

政
郷
に
放
て
は
前
相
の
序
文
の
滋
野

で
あ
る
か
ら
滋
に
は
敢
て
賛
せ

ぬ
こ
と
に
し
た
｡

榊
は
前
回
同
株
'
本
文
に
は
地
相
の
添
付
な
き
た
め
､
本
文
油
紙
に

必
鮮
な
地
名

の
邦
判
せ
る
も
め
は
凡
て
記
入
し
'
他
の
二
三
地
質
樹

漁
に
本
文
を
容
粧
し
て
郎
暮
し
た
ヂ
ヤ
バ
公
聴

の
地
濫
略
脚
数
添
付

ヂ
ヤ
パ
の
解
三
系

大

村

7

戒

す
る
こ
と
に
し
た
0

7pL

下
部
第
三
系

デ
ヤ
F'rl
島
に
於
け
る
下
部
第
三
系
の
露
出
地
は
'
西

部
及
び
中
央
の
地
紋
的
狭
小
攻
囲
域
に
限
定
誤
れ

て屠

る
0閣

部
露
出
地
は
､
本
島
の
関
南
隅
ほ
し
で
'バ
ン
タ
ム

B
an
ta
m

州
の
南
部
及
び
プ

リ
ア
ン
ガ
ン

P
Tian
g
a
n

州
の
閣
都
に
股
が
る
'
印
度
洋
は
治
ふ

山
群
の
置
域
で

あ
る
｡
而
し
て
之
等
褐
城
中
､
放
下
邦
題
瀞
の
鰐
机
せ

る
部
分
は
､

プ
リ

ア
ン
ガ

ン
州
の
閣
南
船

に
近

さ

デ

ィ
･
レ

ッ
ク

T
ij
L
eto
e
糖

の
幣
窪
で
あ
る
｡
此
の
郡

元

九

四
七



地

拭

第

二
十
先
番

分
の
第
三
系
は
角
轡
岩

｡
砂
岩

･
泥
炭
岩
及
び
石
灰
岩

(C
a
m
e
rina
&

d
isco
cy
clin
a
を
含
む
)
の
果
樹
に
し

て
､
其
の
上
部
に
は
石
淡
を
件
は
ざ
る
石
英
砂
岩
､
石

旗
を
裡
ふ
粘
土
質
琵
岩
の
兼
暦
が
あ
る
O
か
く
の
如

き

堆
積
の
状
態
よ
-
考
察
す
れ
ば
､
其
の
常
時
､
此
の

地

方
は
浅
海
よ
-
陸
地
に
樽
向
せ
し
79
の
在
る
rJ
と
を
謎

諭
し
得
､
然
か
れ
ど
も
も
其
の
砥
後
に
於
で
'
陸
地
の

沈
降
か
熱
か
ら
ず
止
ば
海
水
面
の
上
昇
は
基
-
か
､
何

れ
に
し
て
も
海
俊

の
行
は
れ
LJ
る
も
の
と
解
し
程
る
軍

資
が
あ
る
｡
即
ち
チ
ィ
ダ
ラ
ー

Z
i童
1er
の
報
骨
に
記

載
あ
る
如
-

バ
ン
タ
ム
'
バ
ヤ
ー
B
aJta
打
及
び
テ
ィ
･

マ
ン
デ
ィ
リ
ー
T
i3'
M

and
iri
の
放
m
ほ
於
て
､
渥
成

な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
砂
岩

｡
黒
色
貫
岩

｡
石
灰
岩
が

前
記
陸
戒
の
地
層
を
被
覆
せ
る
革
賓
が
そ
れ
で
あ
る
｡

而
し
て
此
の
海
戊
の
部
分
は
テ
ィ
･
ク

ル
ー
ソ

ー
プ
T
ij

T
ar
oet
oep
暦
(･J
b
.
M
w
･.
1
0J
2
00
､
A
tg
.
g
e
d)
と
命
名

ru

れ

Ca
m
e
rin
ad
J.Ok
d
ja
k
arta
e

及
び

D
iscocy
clin
a

fritsch
i
を
有
す
る
鮎
よ
り
見
れ
ば
.
有
名
な
る
ナ

ン
ダ

ラ
ン
N
an
gg
oelan
暦
と
同
時
代
で
あ
る
｡
従
で
テ
ィ
･

第
四

枕

元
〇

四

八

レ
ッ
ク
の
石
灰
岩
階
は
､

a
時
代
と

ruれ
な
け
れ
ば
在

ら
ぬ
｡

而
し
て
此
の
革
質
は
ゲ

ル
ツ

G
e
lt
h

(P
r
oe.

4
th
.
P
ac.S
c.C
ongr.,
19
29
)
の
材
料
と

一
致
す
る
｡

又
た
此
の
外
は

此の
地

方
ほ
は

C
時
代
を
代
表
す
る

地
膚
も
磯
児
ruれ
る
｡
該
暦
は
福
豆
状
石
衣
岩
を
爽
有

す
る
石
基
砂
岩
は
し
て
､
ク
ゴ
ガ
ブ
タ
T
a
g
o
g
a
p
o
e
に

於
で
は

C
a
m
eri
n
a
A
c

hteti･in
te
rm
ed
ia
を
含
む
こ

と
が
健
児
さ
れ
る
｡

中
火
デ
ヤ
''J,
ほ
放
け
る
下
部
窮
三
系
露
出
地
の
第

一

構
成
は
､
デ
ヨ
グ
デ
ヤ
カ
ル
ク

I)j'O
g
ja
k
a
rta
及
び
ス

タ
ラ
カ
ル
タ

S
oerakart
a
両
州
は
股
が
る
南
部
山
脈

Z
u
id
eTg
eb
e
rg
t
の

一
部
で
あ
る
.

而
し
て
該
方
面
の

下
詐▲i
第
三
系
の
事
情
が
､
O
p
sp
o
rin
g
s
d
iest
調
査
隊

に
依
.tJ
明
白
J
J
を
-
た
る
乙
と
は
戚
謝
に
城

へ
ざ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
｡
該
第
三
系
の
暦
序
を
上
部
よ
少
列
記
す

れ
ば
次
の
如
-
で
あ
る
｡

3
ガ

ム
ピ
ン
累
暦

G
am
p
in
･serie
s

貢
岩
よ
さ
成

-
無
数
の
有
孔
慮
む
含
み
､
就
中
D
is
co
c
yclin
a

om
p
h
a
tu
s

最
も
肘掛
は
る
0
該
有
孔
商

を
含
む
事



賓
と

A
siti
naの
布
衣
せ
ざ
る
春
寒
と
は
伐
て
､

寓
人
は
本
暦

をb
階
の
も
の
と
決
定
せ
ざ
る
敬
称

な

い
｡
而
し
て
怖
ら
-
欧
羅
巴
の
プ
-
ア
ポ
エ
ア

P
ria
b
on
ia

と
同
時
代
で
あ
ら
う
｡

2
ダ
ワ
厨

I)aw
a
･

b
e
d

泥
坂
岩
及
板
状
石
衣
岩
よ

み
威
力
P
含
有

有

孔
意
中

C
am
erin
a
gi
Zeh
en
sie

最
も
顕
は
る
｡
本
有
孔
鹿
は
又
ね
英
領
印
度

､
北

部
亜
弗
利
加
.
歓
雁
巴
に
も
敬
兄
n
る
｡
而
L
LiJ

本
有
孔
歳
は
英
領
印
鑑
に
於
け
る
中
部
キ
ル
サ

ー

ル

M
id
d
le
K
irth
ar
の
上
部
の
特
有
化
石
で

あ

わ
P
欧
羅
巴
ほ
て

は
ア
ゥ
ブ
ァ
-

,b
ア
A
u
v
ersia
n

の
特
有
化
石
で
あ
る
｡

l
タ
ー
ン
カ

ー
ル
果
樹
W
oen
gkal
･seri
es
上
の

ダ
ブ
暦
と

は
不
盤
倉
的

ほ
排
し
て
屠
る

｡
特
有
有

孔
曲
は

A
ssitin
a

o
pir
a
及
び

D
is
cocyc
lin
a

so
w
erb
ji
に
し
て
英
領
印
鑑
の
中
部
キ
ル
サ

ー
ル
p

欧
羅
巴
の
ル
ユ
ー
テ
シ
ア
ン
L
ut
eti
an
と
の
封
比

を
可
能
な
ら

し

む
る
も
の
で
あ
る

｡

銅
は
デ
ヨ
グ
デ
ヤ
カ
ル
ク
の
両
方
は
於
け
る
ガ

ム
ピ
ン

ヂ

ヤ
バ

の
筋

ニ
l
系

G
a
m
p
in
g
山
脈
の
有
孔
亜
化
石
群
に
封
し
て
は
ー
ゲ
ル

ヅ
(A
ca
d
emi
ev
erstag
en
1
93
0
)
は
l
暦
古
き
時
代
即

ち

a

時
代
の
も
の
と
考

へ
て
屠
る
｡

中
央
デ
ヤ
バ
の
下
部
第
三
系
露
出
の
第
二
匿
域
と
し

て
は
'
閣
部
デ
ヨ
グ
ヂ
ャ
カ
ル
ク
の
カ
リ

｡
プ
ロ
ゴ
ー

K
a
li
P
rog
o
の
西
部
に
あ
る
歴
史
的
の
地
方
に
L
y
.

有
名
在
る
ナ
ン
グ
ク
ラ
ン
還
暦

N
a
nggoe
tan
se
ri
es

の
教
達
せ
る
場
所
が
あ
る
｡
同
地
に
於
で

も

D
is
cocy･

c
lin
a
o
m
p
h
al

us
が
最
も
顕
は
れ
､
ガ
ム
ピ
ン
果

暦
と

の
対

比
を
可
能

怒ら
し
め
る
｡
叉
､
本
巣
瀞
は

マ
ル
チ

ン
が
取
扱
払
た
る
豊
富
な
る
介
化
石
の
産
地
と
し
て
有

名
で
あ
る
｡
之
等
介
化
石
研
究
の
結
果
､
米
印
皮
に
放

け
る
此
の
時
代
の
動
物
群
が
p
巴
里
盆
地
に
於
け
る
同

時
代
の
化
石
に
比
較
し
y
p
唯

一
種
の
み
が
典
在
る
の

み
に
し

て､
他
は
凡
て
驚
-
べ
き
ほ
ど
瓶
似
せ
る
こ
と

を
磯
風
し
カ
｡
此
の
事
薯
は
p
此
の
時
代
に
は
東
印
度

諸
島
地
方
は
既
に
デ
シ
ス
海

T
e
th
y
s
se
a
よ
ら
遮
断

さ
れ
'
特
徴
あ
る
土
着
動
物
群
の
敬
連
が
開
始
さ
れ
居

カ
-
し
乙
と
恕
物
語
る
7P
の
で
あ
る
｡

完

1

凹
九



地

球

節

二
十
五
各

中
英
ヂ
ャ
rr(.
ほ
於
け
る
下
部
第
三
系
露
出
の
約
三
筒

域
と
し
て
は
p
前
述
の
場
所
よ
･Ctは
史
に
聞
方
に
し
て

ケ
ゾ
ウ
K
e
d
o
e
州
の
閣
北
隅
.
甘
ホ
タ
ル
ク
L

oho
eto
e

山
脈
地
方
で
あ
る
｡
本
地
方
に
於
で
は
､
北
部
を
除
く

外
､
綿
三
系
は
凡
て
先
第
三
系
の
上
に
横
は
っ
て
居
る

バ
ー

ロ
ブ

出
a
rtoff
(e
x

c
.

g
u
id
es

4th
.
P
a

c.

Sc
.

C

ongr.)
は
先
第
三
系
の
材
料
よ
-,h成
る
基

底
轡
岩
並

に

該轡
岩
中
に

A
s
siiin
a
e
を
含

む
福
豆
状
石
衣
岩
の

存
在
h
:東

城
し
て

居

る
｡
此
の
有
礼
歳
の
存
在
は
'
該

節
三
系
が

a
階
は
属
す
る
も
の
在
る
こ
と
を
澄
明
し
て

居
る
｡
荷
は
､
同

1
地
方
は
上
述
の
轡
岩
の
外
に
､
前
記

の
石
衣
岩
の
磯
塊
を
含
む
轡
岩
が
教
見
さ
れ
て
居
る
｡

因
で
後
者
の
轡
岩
と
前
者
の
単
卦
と
の
間
が
不
整
合
な

る
乙
と
は
明
白
在
れ
ど
も
､
後
者
の
轡
岩
並
は
其
の
上

部
に
水
た
れ
る
地
層
が
､
上
部
第
三
系
を
る
か
否
か
は

未
だ
明
白
で
な

い
｡

総
じ
て
ヂ
ャ
バ
島
の
下
部
第
三
系
は
海
岸

tittora
l
の

堆
積
物
で
あ
る
｡
而
し
て
之
等
は
凡
で
本
島

の
南
方
繰

返
に
の
み
し
か
教
見
さ
れ
て
屠
夜

い
0
因
で
ゲ

ル
ヅ
は

節
四
班

二空

先
○

下
部
約
三
系
常
時
の
海
の
北
崖
は
､
現
在
の
島
の
置
域

内
に
発
見
ru
れ
な
け
れ
ば
な
ら

伯
と
､
(
G
eo
1.
R
u
n
d･

sc
h
a
u
,
B
d
,
2
2
,
H
.
3
-
4
)｡
想
像
し
た
も
の

で
あ
る
O

二
､
上
部
第
三
系

絶

詑

デ
ヤ
バ
島

に
於
け
る

上
部
第
三
系
の
筒
分
は
､

マ
ル

チ
ン
は
俵
で
初
め
て
賓
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
rJ
常
時

マ
ル
チ
ン
は
ユ
ン
フ
ェ
ー
ン
J
u
n

h
uh
n
t

フ
ェ
ル
ビ
ー

ク

V
e
rbe
e
打
､

フ
ェ
ネ

マ

Fenn
em
a
及
び
自
身
の
採

集
せ
し
多
数
の
介
化
石
の
研
究
は
基

い
で
こ
れ
を
賓
行

し
7
.
而
し
て

マ
ル
チ
ン
は
此
の
研
究
に
皆

て
化
石
と

現
代
種
と
を
比
較
し
p
現
存
種
春
衣
の
宵
分
此
を
以
て

時
代
決
定
の
基
準
と
し
た
の
で
あ
る
｡

概
宿
す
れ
ば
､
デ
ヤ
バ
島
の
上
部
第
三
系
は
､
全
島
を

推
賞
せ
る
三
昔
の
明
白

在
る
相
は
慣
別
す
る
rJ
と
が
出

凍
る
｡
即
ち
中
央
は
於
け
る
地
向
斜
朝

g
e
osyn
ctnial

fa
cie
s､

其
の
嗣
側
は
横
は
る
､

地
向
斜
相
と
陛
掴
相

sh
elffa
cie
s
と
の
中
間
の
性
.質
を
有
す
る
鼎
で
あ
る
0
之



等
中
間
相

を
､位置
に
伐

て

北
部

朝

n
orth
e
rn･fa
c

ies

南
部
朝

s
outhern
･f

acieS
と
命
名
し
て
取
政
ふ
こ

と

に

し
た
0

地

向

斜

相

地
向
斜
は
､
北
部

ス
ア
ブ
ン
=

マ
ヅ
タ
ラ

N
orth

s
em
ar
an
喝
-
呂
ad
oer
a
を
運
ぬ
る

完
W
の
部
分

を
除

く
外
､
本
島
の
北
部
の
殆
ど
全
部
を
占
め
て
凝
逢
し
て

居
る
｡
而
し
て
東
部
ボ
ル
ネ
オ
及
び
ス
マ
ト
ラ
に
於
け

る
79
の
と
同
様
､
堆
積
の
地
層
は
数
千
米
突
の
厚
さ
に

逢
し
て
居
る
｡

南
部
レ

ム
バ
ン
R
e
m
b
a
n
g
は
地
向
斜
の
軸
部
に
督

光
る
も
の
と
謎
め
ら
る
ゝ
部
分
な
る
が
､
巣
層
群
綱
に

し
て
鍋
密
在
る
匿
分
は
行
以
得
な

い
｡
然
か
れ
ど
79
今

少
し
北
方
即
ち
中
部

レ
ム
rJrl
ン
州
に
至
れ
ば
'
海
岸
性

雄
株
物
の
介
入
に
依
て
酬
覇
の
匿
分
が
可
能
に
在
る
｡

此
の
匿
分
は
､
何
れ
吾
人
が
北
部
舶
地
方
に
北
で
論
述

す
る
際
に
明
瞭
と
な
る
で
あ
ら
う
｡

テ
ガ

ル
T
egal
(
ぺ
カ

ロ
ン

ガ
ン
州
)
の
南
方
に
あ

る
ブ
タ

ミ
ア

ヨ
ク
B

oem
ia
j
o
e
に
聴
連
せ
る
蹄
三
系
79

ヂ
ヤ
バ
の
鮮
三
系

本
地
向
斜
鼎
に
属
す
｡
而
し
て
此
の
地
は
其
の
後
多
種

の
脊
椎
動
物
の
化
石
の
磯
風
に
依
て
頗
る
有
名
と
在
っ

た
も
の
で
あ
る
｡

本
朝
を
代
表
す
る
鼎
暦
の
最
下
部
は
粘
土
､
裾
次
岩

及
石
衣
岩
よ
か
成
る
も
の
に
し
て
､
其
の
中

に
Le
p
id?

c
yctina(T
r
yb
liolep
id
in
a
)ru
tten
i
が
散
見

さ
れ
る
｡

従
で
此
の
部
分
が
中
部

レ
ム
バ
ン
の
ク
ォ
ノ
チ
ョ
ロ
ー

暦

W
o
n
otj
ol?
b
e
d
に
対
比

さ
る
べ
き
も
の
な
る
rJ
と

は
明
白
で
あ
る
｡
其
の
上
方

に
は
厚
さ

一
p
O
O
O
米

に
達
す
る
凝
次
贋
砂
岩

･
角
蟹
岩
の
鬼
暦
及
び
二

〇
〇

乃
至
二
瓦
○
米
の
轡
岩
等
よ
与
成
る
鼻
骨
が
堆
積

し
て

居
る
.
之

等
は
確
賓
と
は
云

払
稗
ざ
れ
ど
も
'多
分
､
レ

ム
r,,1
ン
ほ
於
け
る
レ
ド
ッ
ク
遜
暦

L
edock
se1･ie
S
t
グ

ロ
ビ
ダ
リ
ナ
泥
衣
岩
及
び
粘
土
､
泥
炭

岩
膚

は
そ
れ
ぞ

れ
朝
封
此
し
得
る
も
の
で
あ
ら
う
｡
次
に
石
の
肇
岩
の

上
に
は

二

一七
米
の
デ
ュ

リ
テ
ラ
昔

T
u
rritelta･zon
e

が
城
で
居
る
｡
此
の
帯
に
含
ま
る
J
豊
富
な
る
化
石
は

ヤ
ル
チ
ン
に
俵
で
記
載
r
uれ
た
る
チ
ェ
リ
ボ
ン

C
h
e
宇

b

on
州
の
テ
ィ
｡
ヂ
ャ

ク
レ
イ

T
ji
D
jo
e
r
ei
に
座
す

克
..･.1

1Li

l.



地

域

第

二
十
荒
せ

る
79
の
ほ
酷
似
し
て
居
る
.

マ

ル

チ

ン
は
其
の
取
扱
S

た
る
化
石
の
厨
は
僻
新
期
の
も

の

に

し
て
､

ソ
ン
デ
暦

So
n

d
6･
b
e
d
s
よ
-
は
古
か
る
べ
-
信
じ
て
屠
る

O
石
の

帯
の
上
部
は
､
六
〇
〇
米
に
連
す
る
脊
椎
動
物
帯

V
eT･

t

eb
rate･zoneが
凍
る
｡
本
尊
下
部
に
は
水
分
五

〇
%

の
亜
炭

瀞の
凝
連
が
あ
る
0
本
昔
の
脊
椎
動
物
の
化
石

中
敷
も
顕
著
な
る
も
の
と
し
て
フ
ァ
ン
･
'デ
で

ヤ
ー
ル

は

罵
a
st
od
o
n

pe
rim
en
sis.
S
te
g
od
on

a
ira
w
an
a

及
び

H
ip
p
op
ot
am
u
s
を
畢
げ
で
居
る
｡

而
し
て
ヂ
ャ

'''l
地
質
調
査
所
の
人
々
は
本
帯
を
斬
新
期
に
属
す
る
も

の
と
解
し
て
居
る
(J
b
.
害
W
こ

A
ig
.
冨
e
d
.
1
92
9
)0

此
の
外

や
ル
チ
ン
の
研
究
以
来
有
名
と
な
ら
し
､
テ

ィ
ヤ
ン
デ
ィ
T
].an
d
ip
パ
ン
カ
P
an
g
k
a
､
テ
ィ
｡
デ
ヤ
デ

ヤ
ー

ル
T
3'i
D
j.a
d
j
ar､
テ
ィ
･
ヂ
ャ
ク
レ
イ
T
3'i
D
3'O
erei

及
涙

ウ
ォ
ー
ル
ド

W
al

e

d

に
凝
見
誤
る
ゝ
含
化
石
層

79
､
亦
た
ク
ラ
イ
ン

W

.
C
.
K
tein
が
極
め
て
詳
細

に
記
述

(V
e

rb
e
ek

･geden
k
b
o
ek
)
し
た
ク
ラ
ク
ァ
ン

K
ra
w
an
哨
州

の
テ

ィ･
カオ
T
ji
K
a
o
に
露
出
せ
る

厚

q
u累
膚
も
､
地
向
斜
加仰
と
し
で
取
扱
ふ
べ
き
79
の
で

節

四

班

二
忠

正
こ

あ
る
0

餌
は
p

マ
ル
チ
ン
は
バ
ク
ブ
ィ
ア

B
at
avia
に
放
る

装
井
ほ
て
採
集

せ
る
介
化
石
を
研
究
し
､

此
の
聾
井
が

第
四
紀
及
び
鮮
新
期
の
地
膚
を
貫
通
し
て
p
上
部
中
新

世
の
地
層
は
到
達
せ
る
も
の
な
る
こ
と
を
緒
論
と
し
て

述
べ
て
居
る
(S
a
m
m
l.
G
eo
I.
R
e
ich
s
呂

us.
L
eid
en
,

S
er
.

1
,
B
d
.
3)
｡
此
の
化
石
の
軍
資
よ
与
し
て
p

.I,t
タ

ブ
ィ
ア
地
方
も
亦
ね
地
向
斜
柵
は
属
す
る
も
の
在
る
rJ

と
が
知
れ
､
曳

い
て
は
､
北
部
デ
ヤ
rrrl
地
向
斜

N
o
rth

J
avan
e
se
ge
o
s
yn
cli
ne
が
兼
部

ス
マ
ト
ラ
地
向
斜

Ea
st
Su
m
atra
g

eosyn
ctin
e
の
連
番
と
し
て
考

へ
ら

れ
得
る
の

で
あ
る
｡

ヒ

部

相

T

T

既
に
説
明

せ
る
如

-
､
北

部
ヂ
ャ
r;(
中
､
北

ス
了
フ

ン
よ
カ
マ
ヅ
タ
ラ
元

連
夜
る

1
昔
の
地
方
が
本
朝
は
属

し
'
地
向
斜
朝
と
陸
別
相
と
の
中
間
の
相
を

不
し
て
居

る
0着

地
帯
各
階
に
互
-
､
上
部
第
三
系
は
岩
質
に
塞
き

明
確
に
三
部
に
匿
別
ruれ
得
る
0
即
ち
下
部
は
石
衣
に



嵩
み
､
L
ep
id

ocy
ctin
a
を

含

む
｡
中
部
は

G
tabig
e･

rin
a
は
冨
み

､

上
部
は
主
と

し
て
粘
土
､
泥
炭
岩
よ
-

成
-
､
所
に
促
で
は
大
型
の
介
化
石
む
含
む

(
ソ
ン
デ

果
樹

Sond
6
･ser
i
es)｡
南

レ
ム
'''1
ン
に
於
て
は
､
地
向

斜
の
軸

部
の
走
過

せ
る
部
分
在
る
を
以
て
､
右
の
如
き

三
部
の
匿
分
は
困
難
な
れ
ど
も
'
中
部

レ
ム
''rl
ン
ほ
至

れ
ば
'
浅
海
と
在

か
沿
岸
性
の
堆
積
物
の
介
入
多
-
'

上
述
の
如
き
主

部

の
匿
別
以
上
に
儀
介
を
可
能
な
ら
し

U
｡中

部

レ
ム
バ
ン
地
方
に
於
て
散
人
の
観
察
し
得
る
敢

下
部
の
地
厨
は
'
厚
ru約
五
〇
〇
米
に
連
す
る
オ
ル
ビ

ト
イ
ド
石
衣
岩

O
rb
itoid
a
.1
1im
e
St
On
e
で
あ
る
｡
該
暦

は
怖
ら
-

マ
ヅ
タ
ラ
島
に
於
け
る
基
底
泥
友
岩
よ
わ
は

上
部
に
付
す
る
も
の
で
あ
ら
う
｡
此
の
石
灰
岩
を
被
ふ

て
ア
ン
プ
ヰ
ス
タ
デ
ナ
泥
衣
岩

A
m
ph
ist
egi
n
a
m
ar
t

及
び
ウ
シ

ラ
ヨ
ー
ン
果
樹
N
g
rajon
g
･ser
i
es
が
凍
る
｡

右
両
厨
は
厚
さ
四
〇
〇
米
に
達
し
'
石
衣
贋
在
れ
ど
も

珊
常
に
砂
嚢
に
L
V
P
且
つ
場
所
に
榛
で
は
薄

さ
石
炭

を
爽
む
乙
と
も
あ
る
｡
多
分
'
'
T

H
G
en

の

N
l
に

ヂ
ヤ
バ
の
節
三
系

対
比
ruる
べ

き
も
の
で
あ
ら
う
｡
而
し
て
其
の
中

に
含

ま
る
J
L
ep
idocy
ctin
a
に
依

て
f
L
-
2
の
時
代

に
属

す
る
も
の
在
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

小出
に
注
意
す
べ
き
は
前
述
の
下
部
に
属
す
る
地
層
と

屡
々
使
用
さ
る
ゝ
｢
レ
ム
rJq
ン
鼻
骨
R
em
b
an
g
se
riesJ

在
る
名
柿
と
の
靭
係
で
あ
る
.
即
ち
レ
ム
バ
ン
英
樹
の

代
表
す
る
暦
系
の
限
界
は
聾
者
に
位
で
典
在
る
歓
以
ttJ

此
の
.名
術
の
代
表
す
る
部
分
が
某
し
エ

削
蓮
の
暦
系
の

全
部
に
舶
常
す
る
や
'
或
は
其
の

一
部
分
を
-
や
'
筆

者
は
其
の
何
れ
在
る
か
む
明
言
し
得
な

い
.

タ
ン
ラ
ヨ
ー
ン
凝
暦
上
に
は
'
中
部
の
特
徴
な
る
グ

ロ
ビ
ゲ
-
ナ
含
有
系
統
の
最
下
部
に
常
た
る
ク
ォ
ノ
チ

ョ
ロ
ー
暦
が
凍
る
.
本
暦
中
に
は
L
ep
id
o
cy
clin
a
ru
t･

ten
i
が
合
せ
る
J
を
以

yp
ク
ォ
ノ
チ
ョ
p
-
暦
の
下
税

は
tHN
と
tHm
の
噴
射
と

l

致す
る
｡
rJ
紅
よ
り
上
部
に
は

レ
ド
ッ
ク
及
び
グ

p
ビ
ダ
-
ナ
愚

Le
d
ok
･an
d
G
lob
i･

g
erin
a
be
d
s
あ
ゎ
で
､
グ

ロ
ビ
ゲ

-
ナ
含
有
系
統
の

中
部
及
び
上

部
を
代
表
し
.tJ
屠
る
｡

上
部
の
系
統

は
中
部
の
グ

p
'rp
グ

-
ナ
含
有
系
統
を

売
鼠

五
三



地

球

節

二
十
五
谷

本

生

食

に
被
覆
し
､

主
と
し
て
粘
土
.
泥
炭
層
よ
･o
成

-

.
所

謂
別
儀
石
衣
岩

K
a
Tr
en
k
al
k
は
移
化
す
る
､豊

山･.=
ほ
貝
化
不
を
含
ん
で
居
る
｡
上
部
を
分
か
ち
で

｢
ツ

ウ
ー-
層
T
o
e
r
i･b
e
d
sL
､
｢
ソ
ン
デ
暦

S

ond6
･bed
sL
と

す
る
｡
共
等

の
内
､

ソ
ン
デ
厨
は
政
も

豊富
に
月
化
石

む
含

み
p

マ
ル

チ
ン
の
研
究
に
俵
で
普
-
軍
令
は
知
ら

れ
て
居
る
も
の

で
あ
る
O

マ
ル
チ
ン
は
同
厨
中
よ
与
五

三
%
の
現
存
種
を
磯
風
し
'

同

僚
を
鮮
新
期
の
も
の
と

計
算
し
わ
｡南

方

相

北
方
相
と
同
様
､
地
相
相
と
地
向
斜
相
と
の
移
化
朝

で
あ
る
.
而
し
て
石
衣
岩
の
介
在
を
以
て
潜
し

き
特
徴

と
し
て
居
る
｡
南
部
ヂ
ャ
rJ'l
の
粂
延
長
に
沿
ふ
て
磯
逢
せ

る
本
刑
を
'
著
者
は
三
園
域
に
置
刺
し
た
｡
其
の
節

一

は
､

.''T
ン
タ
ム
州
及
南
部
プ
リ
ア
ン
ガ
ン
州
を
占
ひ
る

匿
域
は
し
て
､

ス
マ
ト
ラ
島
の
上
部
第
三
系
は
著
し
く

頻
似
せ
る
む
特
徴
と
し
て
屠
る
｡
其
の
第
二
は
､
中
火

ヂ
ャ
バ
を
占
め
､
前
者
よ
-
は
ヂ
ャ
f',,
的
色
彩
が

一
層

濃
厚
で
あ
る
○
其
の
第
三
は
､
前
二
者
の
中
間
に
任
し
､

鰐

四

紙

完

irt

五
凹

有
名
な
る
ニ
ヤ
リ
ン
ゾ
ゥ
ン

N
J.al
in
g
d
oeng
並
に
テ

ィ
ラ
ナ
ン

T

jitanang
の
化
石
産
地
も

此
の
内
に
含
ま

れ
て
屠
る

｡

第

問
区
域

バ
ン
タ
ム
及
び
園
部
プ
リ
ア
ン

ガ
ン
地

方
に
で
は
p
テ
ィ
チ
ャ
ル
タ
ト
ゥ
プ

T
jitj
aroetoep
圏

の
堆
精
後
即
ち

C
時
代
中
恐
ら
-
海
底

の
隆
起

を
見
た

も
の
で
あ
ら
う

｡を
の
故
か
､
下
部
第
三
系
と
上
部
第
三

系
の
最
下
部
即
ち
テ
ィ
デ
ィ
エ
ソ
コ
ー
ル
T
jtid
jengk
ot

暦
と
の
間
に
は
地
層
の
敏
加
が
あ
る
｡

テ
ィ
デ
イ

エ
ン
コ
-
ル
暦
の
最
下
部
約

一
五

〇
米
程

は
粘
土
質

･
泥
次
岩

･
石
衣
岩
及
び
泥
衣
質
砂
岩
よ
み

成
与
､
下
部
に
向
ふ
ほ
従
S
粗
粒
｡堅
硬
･
純
色
･
安
山

岩
貿
塑
岩
及
び
撃
岩
に
推
移
す
る
｡
又
､
此
の
部
分
は

時
は
足
炎
岩
を
伴
ふ
O
化
石
は

C
a
m
e
ri
na
A
c
h

te
li･

in

teTm
ed
ia

の
外
､

Le
pidocyctin
a
e

が
初
め

て揖

現

し
て居
る
0
従
で
時

代
は

d
階
で
あ
る
｡
叉
'
其
の

上
部
の
約

1
五
〇
米
は
'
BTTTr岩
｡
粘
土
貿
慌
次
岩
及
石

灰
質
砂
岩
の
薄
層
を
伴
ふ
肌
瑚
並
に
藻
石
衣
岩
よ
か
成

-
.
E
n
tep
id
in
a
e
及
び

P
tio
te
p
id
in
a
e
を
含
む
0
捉



て
時
代
は

2
階
と
査
定
せ
ぬ
ば
在
ら
ぬ
｡
木
簡
の
上
部

に
は
帯
び
地
膚
の
秋
加
が
あ
る
.

テ
ィ
ー
マ
パ
ー
グ

T
3'im
a
p
ag

果
樹
は
右
の
不
盤
合

の
上
に
凍
た
る
も
の
に
L
Ltj
P
主
と
し
て
貢
岩
海

軍

泥
次
岩
よ
-
成
る
｡
而
し
て
該
泥
炭
岩
は

Le
pid
oc
y
･

clin
a,
S
pir
o
cly
p
eu
S)
M
io
g
ypslna
Cf･
dechaa
rti

を

含
む
｡
従

て
時
代
は

e
階

の
敢
上
部
に
属
し
､
厚

さ

は

一
､

0
0
0
米
に
遷
す
｡
本
厨
は
乾
に
不
整
合
的
ほ

鮮
新
期

の
地
層
に
位
で
破
産
さ
れ
て
屠
る

(l
b
･
M
w
･,

A
I営

.ged.,19
28
&

19
27)
0

次
に苗
部

バ
ン
タ
ム
地
方
は
､
テ
ィ
ー
t,
パ
ー
グ
並

に
鮮
新
暦
堆
積
期
間
に
於
て
は
､
琴

b
-
陸
地
と
化
し

膚
ね
も
の
と
恩
は
れ
る
｡
飴
か
L
t
和
々
地
方
に
至
れ

ば

L
ep
id
ocy
clin
a
.
M
io
g
y
p
sln
a,
A
l蒜
01ina
gl
?

b
u
Tosa
を
含
み
､
f
階
に
属
す

る
石
衣
岩
層
の
磯
蓮
を

見
る

O
此
の
石
衣
岩
の
登
超
せ
る
部
分
は
'
テ
ィ
ぞ

フ

⊥
.Jb
.
琵
W
.
1
9
1
8
.
V
e
r
b
.
1e
g
e
山
)
の
研
究
に
依
て

明
日
と
な
れ
る

如
-
､
南

部

.'rt
ン
タ
ム
の
海
成
層
と
中

部

.,,l
ソ
タ
ム
の
央
等
と
の
閏
の
連
銀
部
に
潜

っ
て
居
る

ヂ
ヤ
パ
の
妨
三
第

も
の
で
あ
る
0

前
記
地
暦
の
上
方
に
楽
光
る
地
膚
に
封
L
V
.
フ

ァ

ン
ニ

ス
及
び
テ
ィ
ダ
ラ
ー
は
､
･-
ブ
ラ
I

To
bler
が

ス
マ
ト
ラ
島
の
上
部
第
三
系
に
使
用
せ

L
t

上部
｡中

部

｡
下
部
､
パ

レ
ム
バ
ン

P
al

emb
on
g
の
名
を
使
用

し
た
｡
但
し
テ

ィ
ダ
ラ
ー
も
'

ス
マ
ト
ラ
ト
と
本
位
域

と
は
岩
質
の
瓶
似
も
少
な
王

佐
石
の
鮎
よ
少
見
て
も

疑
問
の
鮎
あ
る
を
以
V
.
此
の
名
柄
の
使
用
に
庇

では

多
少
の
疑
義
も
琴

ボ
し
て
屠
る
｡
テ
ィ
ダ
ラ
ー

の
分
数

む
上
部
よ
-
列
記
す
れ
ば
､
次
の
如
上

-J
あ
る
.

4

塊
状
凝
灰
岩
､
所
謂
上
部

パ
レ
ム
rr'1
ン
暦

3

夜
色
乃
至
黒
色
安
山
岩
贋
産
衣
哲

石
及
び
多
数

の
褐
炭
を
件
ふ
旋
悉

石
､
所
謂
中
部

.'1
レ
ム
バ
ン

静
､
厚
さ
は
六
〇
〇
-

一
､
0
0
0
光
'
褐
炭
の
含

水
量

一
九
%
｡

2

石
衣
岩
､
厚
n
llO
O
米
に
逢
す
t
Lepid
.
cy･

clin
a
.
C
y

clo
cly
p
eus
&
C.
ra
ls
を

含
む｡

l

京
岩

､成
瀞
而
明
白
に
し

て凝
固
に
富

む
'
厚

三
ハ
○
○
米
以
上
､
所
謂
下

部
パ
レ
ム
バ
ン
層

克

七

五
五



地

拭

妨

二
十
五
沓

石
の
2
と
し
で
分
類
せ
る
石
衣
岩
は
､
岩
贋
並
に
化

石
の
鮎
に
於
で
､
ト
ダ
ラ
ー
の
輿

へ
た
る
名
和
の
定
義

と
は
和
皆
の
差
が
あ
る
も
の
で
あ
る
｡
次
に
ス
マ
ト
ラ

島
の
パ
レ
ム
.Jrt
ン
鬼
暦
中
に
存
在
す
る
唯

一
の

L
ep
i･

d
o
cyctin
a
(i
.
ru
tt
e
ni)
は
､
下
部
パ
レ
ム
FJr1
ン
圏
の

敢
下
部

中
に
磯
風
さ

る
～ほ
勤
し
､
本
低
域
に
於
で
は

該
有
孔
盛
は
中
部
と
下
部
と
の
中
間
に
聴
鬼
さ
れ
て
居

る
｡
従
て
バ
ン
タ
ム
に
於
け
る
パ
レ
ム
rJ'l
ン
の
中
部

｡

下
部
の
境
界
は
ス
マ
ト
ラ
島
は
於
け
る
来
れ
よ
-
も
､

確
か
に
層
位
の
低

い
わ
け
で
あ
る
｡

第
〓
区
域

中
央
デ
ヤ
'''1
地
方
の
南
方
相
は
､
閣
プ

ロ
ゴ
ー
山
脈

W

est
P

rogo
m
o

unta
in
s
並
に
デ

ィ
ウ

オ
ー
丘
陵
地

D
jiw
?
h

itts
に
凝
蓮
せ
る
も
の
を
以
て

模
式
的
の
も
の
と
す
る
rJ
と
が
田
凍
る
｡
閣
プ
ロ
ゴ
ー

山
脈
に
於
で
は
下
部
は
安
山
岩
床
あ
わ
P
其
の
上
部
に

は
安
山
岩
貿
集
塊
岩
の
堆
積
せ
る
部
分
と
､
貢
岩
･泥
次

岩

｡
砂
岩

･
礁
石
衣
岩
等
よ
-
成
る
凝
暦
の
堆
積
せ
る

部
分
と
が
あ
る
｡
後
者
は
酉
プ
ロ
ゴ
ー
静

W
.
P
ro
g
o

b
ed
と

呼
ば
れ
､
頗
る
多
最
は
介
穀
及
び
有
孔
歳
の
化

節
関
節

二
矢

玉
大

石
を
件
ふ
て
居
る
､
マ
ル
チ
ン
は
'
此
の
地
に
て
自
身

並
に
他

の
人
々
の
探
鉱
せ

し
介
化
石
を
研
究
し
て
'
其

の
中
に
八
%
の
現
存
種
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
.
園
で
マ

ル

チ
ン
は
木
簡
を
下
部
中
新
世
の
も
の
と
断
足
し
､
且

つ

央
等
動
物
群
を
ヂ
ャ
パ
ほ
於
け
る
新
第
三
系
の
最
古

の
79
の
と
諏
足
し
た
｡
乍
併
p
本
暦
中
に
包
含
さ
る
～

有
孔
鹿
は

L
e
pid
ocy
ctin
a
(N

eph
TOtePid
in
a)
S
p
.

M
io
g
y
p
sin
a
thecid
eae
for
mi
s,
A
Ivelon
ia

g
l

ob

苧

1

osa.にし
て

､
マ
ル
チ
ン
の
断
定
せ

し
時
よ

少

は

精
々

新

記
(flI
fC"階
)
の
も
の
で
あ
る
乙
と
計
示

し
て
居
る

や
う
で
あ
る
｡

デ
ィ
ウ
ォ
ー
丘
陵
地
ほ
て
は
.
上
部
第
三
系
は
四
七

五
〇
〇
米
の
厚
さ
は
達
し
で
居
る
｡
併
し
中
間
は
あ
る

不
整
令
は
位
で
上
部
の
五
〇
〇
米
を
越
え
ざ
る
此
校
的

薄

さ
部
分

(J
b
.
岩
W
.

19
28,
A
tg
.
g
ed
)
と
'
其
の

他

の
厚
さ
部
分
と
は
分

別
rb
れ
て
居
る
｡
以
下
本
選
暦

の
湛
分
並
に
乙
机
が
散
明
を
上
部
か
ら
列
記
し
ょ
う
｡

7

ケ
ベ
ッ
ク
K
ep
ek
暦

主
と
し
て

Gtob
ig
e
T
i
na

を
持
つ
粘
土
質

泥
衣
岩
よ
-
成
-
､

砂
岩

及

び



Le
pidocyctin
a
を
持
つ
薄
板
状
石
衣
岩
を
介
准
す

6

ク
ォ
ノ
サ
リ
ー

W
o
no
sa
ri
厨

上
部
は
多
少

摺
縮
せ
る
薄
板
状
石
衣

岩
及
び
碓
石
衣
よ
ら
成
･q

下
部
は
泥
炭
貿
並
に
凝
衣
質
の
岩
石
に
推
移
し
て

居
る
｡
本
暦
は

L
epi
d

ocy
ctin
a
rutt
eni
を
含
む

瓢
よ
-
見
れ
ば
､t-n階
に
評
定
r
u
れ
ね

ばな
ら
伯
｡

同
様
に

本
居
の
上
部
に
横
は
る

ケ
ベ
ッ
ク
暦
も

L
epidocy
cli
na
を含
む
故
t
f
よ
か
新
紀
の
79

の
と
は
考
ふ

るrJ
と
敬
称
ず
､
総
て
鎧
に
属
せ
L

U
べ
き
も
の
で
あ
る
｡

.

.
/

･
･
･
･
･
･
･･･
･･

･
･
不

整

合

5

サ
ム
ビ
ピ
ッ
ゥ
Sam
bipitoe
暦

昔
褐
純
色
凝

衣
砂
岩
並
に
淡
輩
色

貢
岩
よ
-
成
～,
p
政
も
特
徴

あ
る
化
石
は

L
e
pidocy
ctin
a
v
e

rb
eek
i
で
あ

る
｡
固
て
其
の
時
代

は
多
分

-lと
す
べ

き
で
あ
ら

う
.
従
で
本
地
方
は
qT
の
時
代
は
､
撃

b-
陸
地

で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
｡

4

ヌ

ン

ダ
ラ

ン
N
g
l
ang
g
Tan
厨

融
き
安
山
岩

貿
基

磐

石
よ

～,L成
る

.
厚
さ
二

〇
〇
〇
米
｡

ヂ
ヤ
パ
の
筋
三
系

3

セ

ミ
ラ

ー
Semit
ar
暦

石
英
安
山
岩
鱈
凝
次

砂
岩

･
凝

次貿
石
衣岩
｡粗
粒
腎
石
賓
角
蟹
岩
等
よ

み
成
る
｡
厚
ru約

一
､
三
五
〇
米
｡

2

ブ
タ
ラ

ト

B
cetat
圏

安
山
岩
貿
担
岩

･
昔

根
株
色
砂

岩
の
互
暦
よ
-
成
㌔

上
部
に
は
新
色

凝
衣
貿
角
撃

方
が
多

い
｡
但

し
尭
方
は
向
で
は
'

漸
次
祁
粒
と
孜
か
P
衣
色
雷

石
の
塘
大
を
見
る
｡

l
ケ

ボ

K
e
bo
圏

上
部
は
搾
石
質
凝
衆
角
型
岩
よ

～,h
成

-
下
部
は
純
色
に
し
て
多
少
泥
次
男
な
る
祝

賀
貢
岩
｡
凝
衣
貿
砂
岩
及
び
珊
黄
褐
色
並
に
次
色

に
し
て

G
l
obigeri
n
a
&

al

ga
e
を

含

む
頁
岩

等
の
亙
厨
で

あ
る｡
而
し
て
敢
下
部
は
玄
武
岩

.

片
岩

･
石
英
砂
岩
並
に
下
部
第
三
系
の
磯
よ
み
成

る
○

右
累
厨
の
敢
下
部
は
不
整
合
的
に
下
部
讐

亮

の
上

に
横
は
つ
て
居
る
｡
併
し
上
述
の
如
-
下
部
の
各
回
介

は
罪
に
岩
男
に
依
て
桁
は
れ
尭
る
も
の
な
る
故
'
何
れ

の
時
代
よ
わ
上
部
第
二
義

の
堆
積
が
開
始
さ
れ
た
る
か

ほ
就
七
は
､
語
る
べ
き
材
料
が
な

い
｡

ニ究

五
七
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ボ

ル
ネ
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僚
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封
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地

球

筋
二
十
五
脊

第
三
区
域

本
置
域
は
上
述
の
二
匿
城
の
間
に
介
在

し
､
ク
ゴ
ガ
ブ
タ

T
a
go
g
apoe
厨
､

ニ
ヤ
リ
ン
ゾ
ウ

ソ
暦
､
テ
ィ
ラ
ナ
ン
暦
こ
れ
に
属
し
て
屠
る

タ
ゴ
カ
プ
リ
附
妃
に
畿
逢
せ
る
地
層
は
'

-､

テ
一

ン
グ
の
研
究
(ex
c.

gind
es
4
th
.
P

ac.Sc.C
ong
r.)

は
俵
で
昭
介

さ
れ
た

も
の

で
あ

る
O下
部

は
在
る石
基

砂
岩
は
､
其
の
中
は
含
ま
る
･J
石
衣
岩
が

C
a
m
erin
a

a
t

ch
teti･in
term
ed
ia
を
持
っ
む
以
て

C
階
に
属
す
る

79

の
在
る
rJ
と
が
明
か
で
あ
る
.
而
し
て
該
砂
岩
は
Q)W

に
属
す
る

L
ep
id
ocyciin
a
払
ex
u

os
a,
L
.s
u
m
at
ren
･

s
is
v
a
r.
in
orn
ata,
S
piroclyp
eu
s
leup
oldi,
M
iog
y･

p

sin
a

h
I持
つ
石
衣
岩
に
伐
て
不
整
各
に
被
護

rbれ
て

居
る
｡
即
ち
こ
の
事
賓
は
南
部

ス
マ
ト
ラ
に
於
け
る
と

同
様
､

e
階
の
上
部
に
於
け
る
海
俊
が
下
部
姉
三
系
の

上
は
及
べ
る
事
賓
を
物
語
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
次
に
'
上

述
の
石
衣
岩
の
上
部
に
は
砂
岩

･
轡
岩
が
引

き
結

き
堆

積
し
て
居
る
｡
之
等
砂
岩
｡墜
岩
の
累
暦
は
.有
孔
鹿
に

位
で
f
の

1
-
2
に
屈
す
る
79
の
在
る
こ
と
を
知
る
｡

出
典
的
の
化
石
産
地
在
る
テ
ィ
ラ
ナ
ソ
及
び
ニ
ャ

-

第

四
沈

ヨ
ニ

六〇

ン
ゾ
ウ
ン
匿
域
に
於
で

p

マ
ル
チ
ン
は
前
者
中
は
三
二

-
三
三
%
､
後
者
中
に

一
八
%
の
現
存
型
を
畿
児
し
た

(L

eid
sch
e
G
e
U1.
駕
e
d
e
d
..
D
eat
3
)｡
此
の
結
果
よ

ら

!,
ル
チ
ン
は
テ
ィ
ラ
ナ

ン
の
地
層
を
上
部
申
酔
､

ニ

ャ
-
ン
ブ
タ
ン
の
地
厨
を
下
部
鮮
新
と
評
定
し
た
｡
而

し
て
数
年
前
に
(W
et.
Iyt
ed
ed
.}N
r.
))
p
テ
ィ
ラ
ナ
ン

暦
中
に

Le
pid
ocyclina
(T
rybtiote
pi
d

in
a
)
ru
tten
i

が
散
見

n
れ
た

る
を
以
て
､
木
履
は
q･.ECに
属
す
る
わ
け

で
あ

る
｡
然
か
る
に

こ
ャ
リ
ン
ブ
タ
ン
暦
中
に
も
T
ry･

b]iotepid
in
a
e
が
同
様
に
磯
見
rJれ
ね
｡
但
し
此
れ
は

薦
式

的
L
.ru
tten
i
で
は
な

い
｡
而
し
て
副
属
の
T
ry･

b
tiotepidin
aが
q山
階
以
外
に
聴
児

ruれ
ざ
わ
し
皆
時
に

於
で
は
'
有
孔
戯
け
依
て
の
研
究
と
マ
ル
チ
ン
の
介
化

石
に
基
-
研
究
と
に
鼎
常
夜
矛
盾
が
戚
ぜ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
｡
併
し
此
の
副
鷹
の
存
在
は
､
荊
督
早
期
の
時

代
は
初
せ
れ
る
rJ
と
が
判
別
せ
る
今
日
は
於
で
は
'
其

の
矛
盾
も
左
程
で
は
な

い
ら
し

い
の
で
あ
る
｡
之
等
の

踊
係
は

デ
ヤ
.rPl
調
査
所
の

此
の
地
方
に

封
す
る
研
究

(J
b

.M
w
.
,

A
ig
.
冨
e
d
.､
19
2
8
)
が
敢
初
の
解
決
教
典
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へ
る
で
あ
ら
う
｡

敢
後
は

言
い
し
て
濃
さ
庇

い
O

a
e
ld

g
eologi
st
と
北
ハ

同
研
究
な
行
ふ
磯
愈
少
な
か
-
し
た
め
､
恰
か
79
膳
か

れ
ざ
る
玉
の
如
き
観
あ
～,
し

マ
〝
チ
ン
苦
心
の
研
究
も

A
e
l
d
g

eolob.･y
の
進
捗
と
共
に
異
債
を
誰
め
ら
れ
つ
㌧

あ
る
故
､
や
が
て
は
陸
離
た
る
光
形

を

放
つ
時
が
凍
る

で
あ
ら
う
｡
(
完
)

(附
紀

)
曲
に

細
介
せ
る

｢
ボ
ル
ネ
オ
聖

高
じ

の
許

(
昭
和
十
竺

一

月
讐

と
し
て
ク
ー
ク
ー
ス
の
命
銘
肴
茄
に
=+･S
初
の
位
川
瀬
を

R
･

A
.
A
r
th
u
r
と
せ
L
は
繁
務
の
誠
謬
た
り
し
故
'
之
を
収
附
し
同
時

に
雑
費
の粒
臓
を
陳
謝
す
o

濃

尾

平

野

に

於
け

る
赦
寺

の
分

布

鏡

昧

完

二

1.
.
;ill

二
'
榊
札

の
分
祁

三
㌧
仰
脚
の
分
祁

聖

糾
虻
と
俳
桝
と
の
分
布
上
の
.:S
同

li
t
附
#.叫

p
序

波
尾
平
野
の
衆
路
の
研
究
藍

心
し

て屠
る
筆
者
が
先

づ
衆
落
と
融
寺
と
の
闘
係
を
知
み
庶

いと
思
っ
て

敢

脱
帽
平
野
に
於

け
る
社
寺

の
分
水

寺
の
封
架
落
位
聡
を
基
と
し
て
の
融
寺
の
分
布
を
調
査

し
た
の
が
此
の
拙
文
で
あ
る
｡
従
っ
て
本
稿
は
筆
者
の

浪
昆
中
野
の
栄
藤
の
研
究
に
先
帝
す
る
軍
に
な
ら
う
と

恩
ふ
｡

然
し
此
の
拙
文
は
其
の
大
部
分
が
､
昭
和
九
年
側
聞

正
常
分
の

山
陵
測
岡
上
の
簡
閲
で
あ
っ
て

自
身
の
都

合
で
必
要
な
個
所
の
巡
検
が
踏
ん
で
な

い
｡
其
れ
牧
童

吉
三

六

一


